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2広報あかいわ（平成17年6月号） 

交
流
交
流
の
輪
が
広
が
る 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
交
流
セ
ン
タ
ー 

交
流
の
輪
が
広
が
る 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
五
月
六
日
（
土
）
の
午
後
、
桜
が
丘
東

５
丁
目
の
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
。
明
る
い
館
内
で
は
、
読
書
を
楽

し
む
人
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
身
体
を
鍛
え

る
人
、
友
人
と
楽
し
そ
う
に
語
ら
う
中
学

生
た
ち
が
い
ま
し
た
。 

　
入
っ
て
す
ぐ
の
ロ
ビ
ー
中
央
に
は
、
住

民
票
、
各
種
証
明
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
赤
磐
市
桜
が
丘
出
張
所
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
は

煎
茶
ク
ラ
ブ
、
桜
が
丘
西
囲
碁
同
好
会
、

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
コ
ス
モ
ス
そ
し
て
桜

が
丘
東
卓
球
同
好
会
な
ど
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
こ
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
前

の
と
お
り
桜
が
丘
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
利
用
し
交
流
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
輪
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る
と
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

  

煎
茶
ク
ラ
ブ 

心
地
よ
い
時
の
流
れ
を
感
じ
て
！ 

 

　
岡
田
紗
月
木
煎
茶
家
元
の
指
導
で
心
穏

や
か
な
時
を
過
ご
す
。 

　
代
表
の
小
笠
原
和
子
さ
ん
は
「
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
分
で
、
本
当
に
気
持
ち
よ
い

時
間
が
過
ご
せ
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
掛
け
軸
の
漢
詩
の
朗
読
に
、
「
日
常
に

あ
る
哲
学
の
心
を
感
じ
、
豊
か
な
気
分
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
皆
さ
ん
穏
や

か
な
表
情
で
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 



3 広報あかいわ（平成17年6月号） 

                

爽
快
！ 

桜
が
丘
東
卓
球
同
好
会 

 

　
現
在
会
員
三
十
人
の
う
ち
毎
回
二
十
人

程
度
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
卓
球
の
魅
力
は
動
作
の
速
さ
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
汗
を
流
す
爽
快
感
と
聞
き
ま

し
た
。
代
表
者
の
竹
内
守
さ
ん
（
七
十
二

歳
）
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
、
「
も
う
こ

の
歳
に
な
っ
た
ら
上
達
よ
り
健
康
維
持
。

楽
し
み
に
欠
か
さ
ず
来
て
い
ま
す
」
と
語

り
ま
す
。 

　
「
夫
と
い
つ
も
来
て
い
ま
す
。
夫
（
七

十
八
歳
）
が
卓
球
の
経
験
が
あ
り
先
生
で

す
。
家
で
も
素
振
り
の
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
く
れ
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
語

ら
れ
る
の
は
高
橋
幸
子
さ
ん
（
七
十
四
歳
）
。 

　
ホ
ー
ル
の
中
は
熱
気
む
ん
む
ん
で
し
た
。 

●
男
の
台
所
「
桃
の
花
見
会
」 

　
今
年
も
、
恒
例
の
「
男
の
台
所
、
桃
の

花
見
会
」
は
、
四
月
九
日
、
旧
山
陽
町
下

仁
保
地
内
の
桃
畑
に
約
五
十
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
奥
さ
ん
ご
招
待
と
あ
っ
て
、

大
型
パ
ッ
ク
に
十
三
種
類
の
男
料
理
は
、

天
ぷ
ら
に
ぶ
り
の
照
り
焼
き
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ

に
酢
豚
と
和
洋
折
中
の
と
り
あ
わ
せ
。
と

ど
め
は
ば
ら
寿
し
と
い
な
り
寿
し
で
す
。 

　
男
の
台
所
は
、
平
成
六
年
に
二
十
五
人

で
発
足
し
、「
男
た
る
も
の
厨
房
に
立
つ

べ
し
」
を
合
い
言
葉
に
、
二
カ
月
に
一
回

の
料
理
教
室
を
開
催
。 

　
講
師
の
葛
城
さ
ん
か
ら
「
お
お
ざ
っ
ぱ

で
す
が
、
味
付
け
は
上
手
に
な
り
ま
し
た
」

と
本
音
で
批
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
代
表
　
贄
田
清
志
）  

美
容
と
健
康
に
最
高
！ 

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ 

「
コ
ス
モ
ス
」 

　 　
カ
ラ
オ
ケ
の
魅
力
は
と
た
ず
ね
る
と
「
ス

ト
レ
ス
解
消
。
美
容
と
健
康
に
役
立
ち
、

若
返
り
ま
す
。
毎
回
順
番
に
三
曲
程
度
歌

い
ま
す
」
と
皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
元
気
。

代
表
の
杉
山
安
郎
さ
ん
は
、
こ
の
日
た
っ

た
ひ
と
り
の
男
性
で
し
た
。 

           

楽
し
く
真
剣
勝
負
！ 

桜
が
丘
西
囲
碁
同
好
会 

 

　
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
碁
盤
が
広
げ
ら
れ
、

三
十
人
程
の
会
員
が
碁
盤
を
前
に
真
剣
な

顔
。
現
在
会
員
は
四
十
六
人
、
こ
の
中
に

は
小
学
生
や
中
学
生
も
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
土
曜
日
は
午
後
か
ら
、
日
曜
日
は
午

前
中
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

                

●桜が丘いきいき交流センター 
　〒709-0721 
　岡山県赤磐市桜が丘東5丁目5-391 
　108699（5）9321／FAX.08699（5）9322 
【施設内容】 
　大ホール（電動移動観覧席、親子室完備）、
　視聴覚室、会議室・講座室、調理実習室、
　美術工芸室、和室、幼児室・トレーニング
　コーナーなど 
【開館時間】 
　AM9：00～PM10：00 
【休館日】 
　毎週水曜日 
　年末年始（毎年12月29日～翌年1月3日） 

交
流
の
輪
が
広
が
る 

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー 

男
料
理
に 

　
　
奥
さ
ん
を
招
待 

山陽
自動
車道
 

至
岡
山
市
 

砂
川 

至
瀬
戸
町 

山陽IC

赤磐市役所 

桜が丘いきいき交流センター 

N
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私
は
、
赤
磐
地
域
の
合
併
に
よ

り
誕
生
し
た
、
赤
磐
市
の
初
代
市

長
に
就
任
し
、
そ
の
重
責
に
改
め

て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

て
い
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
地
方
財

政
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
自
己

決
定
、
自
己
責
任
の
地
方
分
権
時

代
を
迎
え
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
住

み
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
身
を
捧

げ
る
決
意
で
す
。 

　
私
は
、
赤
磐
市
発
展
の
た
め
、

次
の
六
項
目
を
柱
に
市
民
の
意
見

を
尊
重
し
、
ま
た
、
市
民
の
代
表

で
あ
る
赤
磐
市
議
会
と
協
調
・
連

携
を
保
ち
な
が
ら
赤
磐
市
の
発
展

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

一
体
感
と
和
の
あ
る 

市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り 

 

　
開
か
れ
た
行
政
を
進
め
、
旧
四

町
の
一
体
感
と
和
の
あ
る
市
民
総

参
加
の
赤
磐
市
を
創
り
ま
す
。 

財
政
基
盤
の
安
定 

 

　
地
方
財
政
の
危
機
的
な
財
源
不

足
は
続
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
設

け
る
行
財
政
改
革
審
議
会
で
、
広

く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
後
退
に
な
ら
ぬ
よ
う
改
革

を
進
め
財
政
基
盤
の
安
定
し
た
赤

磐
市
を
創
り
ま
す
。 

 

生
活
環
境
の
整
備 

 

　
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
や
公
共
下

水
道
等
の
整
備
を
進
め
自
然
と
共

生
し
た
快
適
な
住
み
よ
い
赤
磐
市

に
い
た
し
ま
す
。 

 

福
祉
の
充
実 

 

　
福
祉
対
策
と
し
て
在
宅
福
祉
と

施
設
福
祉
に
重
点
を
置
き
、
自
宅

で
老
後
を
暮
ら
せ
る
環
境
を
築
き

ま
す
。
な
に
よ
り
、
お
年
寄
り
や

女
性
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
赤
磐
市
に
な
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。 

基
幹
産
業
の
活
性
化 

 

　
農
業
公
社
の
設
立
を
視
野
に
入

れ
、
農
地
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
、

桃
・
ブ
ド
ウ
・
米
・
黒
大
豆
な
ど

の
特
産
品
の
育
成
・
創
出
と
地
産

地
消
の
魅
力
あ
る
農
林
業
の
振
興
。

そ
し
て
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
活

力
あ
る
商
工
業
の
振
興
に
よ
る
若

者
が
定
住
で
き
る
い
き
い
き
と
し

た
魅
力
あ
る
赤
磐
市
を
創
り
ま
す
。 

 

教
育
環
境
の
充
実 

 
　
教
育
対
策
と
し
て
時
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
た
く
ま
し
く
育

つ
教
育
環
境
整
備
や
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
が
い
を
も
て
る
生
涯

学
習
社
会
の
充
実
し
た
赤
磐
市
を

創
り
ま
す
。 

 

　
こ
の
ほ
か
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
北
部
地
域
を
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
や
赤
磐
市
の
交
流
拠
点

と
し
て
発
展
さ
せ
、
南
部
地
域
は

山
陽
自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る

道
路
網
の
整
備
に
よ
り
商
業
施
設

や
行
政
機
関
を
集
積
し
、
ま
た
Ｊ

Ｒ
駅
の
利
便
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
を
す
す
め
、
県
南
東
部

地
域
に
お
け
る
都
市
的
な
機
能
と

雇
用
の
場
を
確
保
し
た
い
。 

　
合
併
協
議
会
で
慎
重
に
協
議
し

た
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
も
、

再
度
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
う
か
が

い
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

赤
磐
市
長
　
荒
嶋
龍
一 



赤
磐
市
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。 
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五
月
十
日
か
ら
の
市
議
会
臨
時
会
で
、

議
長
に
、
山
田
秀
士
議
員
、
副
議
長
に
、

武
本
一
郎
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

  

各
種
委
員
会
（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
） 

¡

総
務
常
任
委
員
会
…
六
人 

（
総
務
部
、
企
画
部
、
会
計
課
、
監
査

　
委
員
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管

　
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の
委
員
会

　
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
） 

　
◎
佐
藤
　
武
文
　
　
○
山
下
　
浩
史 

　
　
山
田
　
秀
士
　
　
　
実
盛
　
祥
五 

　
　
下
山
　
哲
司
　
　
　
大
口
　
浩
志 

  ¡

厚
生
常
任
委
員
会
…
七
人 

（
市
民
生
活
部
、
保
健
福
祉
部
及
び
市

　
立
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項
） 

　
◎
小
引
　
美
次
　
　
○
福
木
　
京
子 

　
　
森
　
　
重
信
　
　
　
藤
田
　
圭
右 

　
　
西
山
　
和
嘉
　
　
　
小
田
百
合
子 

　
　
武
本
　
一
郎 

¡

産
業
建
設
常
任
委
員
会
…
七
人 

（
産
業
建
設
部
、
上
下
水
道
部
及
び
農

　
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
） 

　
◎
北
川
　
勝
義
　
　
○
小
倉
　
　
博 

　
　
実
光
　
　
守
　
　
　
下
村
　
　
脩 

　
　
荻
田
　
敏
正
　
　
　
川
澄
　
章
子 

　
　
井
上
　
稔
朗 

  ¡

文
教
常
任
委
員
会
…
六
人 

（
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
） 

　
◎
海
野
　
雅
之
　
　
○
羽
原
　
　
章 

　
　
樅
野
　
志
郎
　
　
　
黒
崎
　
　
明 

　
　
岡
崎
　
達
義
　
　
　
松
田
　
　
勲 

  ¡

議
会
運
営
委
員
会
…
九
人 

（
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
及
び
議

　
長
が
諮
問
す
る
事
項
の
審
査
） 

　
◎
下
山
　
哲
司
　
　
○
小
倉
　
　
博 

　
　
武
本
　
一
郎
　
　
　
佐
藤
　
武
文 

　
　
小
引
　
美
次
　
　
　
北
川
　
勝
義 

　
　
海
野
　
雅
之
　
　
　
森
　
　
重
信 

　
　
羽
原
　
　
章 

 

�
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
…
六
人 

（
議
会
広
報
の
発
行
に
関
す
る
事
項
） 

　
◎
井
上
　
稔
朗
　
　
○
小
田
百
合
子 

　
　
武
本
　
一
郎
　
　
　
羽
原
　
　
章 

　
　
山
下
　
浩
史
　
　
　
松
田
　
　
勲 

  〈
委
員
会
と
は
〉 

　
委
員
会
に
は
、
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。 

　
常
任
委
員
会
は
四
つ
あ
り
、
市
の
仕

事
を
四
つ
に
分
け
、
関
係
す
る
議
案
や

請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。 

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
長
の
諮
問

等
に
応
じ
、
会
議
の
円
滑
な
運
営
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
は
、
必
要
に
応

じ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。 
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夏
季
大
会
■
9
月
10
日
〜
13
日 

秋
季
大
会
■
10
月
22
日
〜
27
日 

夏季大会まで 

秋季大会まで 

【問い合わせ先】 
　　本庁国体推進室 
　　10869-55-1607

山陽会場 

花いっぱい運動展開中！ 

～黒鷲旗全日本バレーボール選手権大会～ 

シーガルズ、準優勝おめでとう！ 

 

　ももっち体操は、学生ボランティアネットワー
ク「キラリ☆ネット」を中心として、就実大学ダ
ンス部など、様々な人の協力により制作されたも
のです。ももっちのかわいらしさが表現でき、子
供からお年寄りまで誰もが簡単にその場ですぐ踊
れるよう工夫されています。 
　ＤＶＤは貸し出し可能ですので、お問い合わせ
ください。 
〈連絡先〉本庁国体推進室　1０８６９-５５-１６０７ 

5月31日現在 

あ
と
 

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
開
会
式
入
場
者

募
集
中
！
詳
し
く
は
、
申
込
専
用
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

1
０
８
６
（
２
２
６
）
８
０
９
２ 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.o
ka
ya
m
a
.jp

DVD

　4月29日（金）に、赤磐市山陽実行委員会が育苗を委嘱し
ている推進員・推進グループおよび民泊協力会の皆さんを対
象に育苗講習会を行いました。 
　東備農業改良普及センター中川先生により、マリーゴール
ド・コスモス・メランポディウムの育苗方法や注意点などを
とてもわかりやすく、また楽しく講義していただきました。 
　また、同日に足王神社で行われた「足王神社春の大祭」で
はももっちが登場し、お祭りを楽しみに来られた人へ国体を
ＰＲするとともにマリーゴールドの苗をプレゼント。 

　ももっちは
子どもたちに大人気でした。 
　今回もマリーゴールドの苗を育てるにあ
たり、種まきからポット上げまでたくさん
の推進員・推進グループの皆さんに協力い
ただいたおかげで、とても素晴らしい苗と
なりました。 
 
 
 
 

 
 
 
　4月29日～5月5日にわたって行われた、黒鷲旗全日本バレーボール選手権大会で、シー
ガルズは惜しくも優勝を逃したものの、見事準優勝を果たしました。 
　国体では優勝が期待されますので、皆さんの大きな声援をお願いします。 
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【問い合わせ先】 
　　熊山支所国体推進室 
      108699-5-1207

熊山会場 

【問い合わせ先】 
　吉井支所国体推進室 
　10869-54-1146

吉井会場 

地区調理研修会始まりました 

岡山クラブ（男子）の試合結果 

～自転車ロード・レース補助員～ 
国体ボランティア募集 
 

～岡山クラブは男女とも、国体に向け、岡山県代表選抜チームとしてがんばっています！～ 

　熊山のオリジナルメニューの第一次調理研修を、2月に各民泊協力会の地区
リーダーを対象に行いました。 
　4月からは、各民泊協力会で第二次研修会を、4月24日(日)、可真上・釣井・
千躰民泊協力会をかわきりに随時開催しており、この研修会では、調理担当
者を対象に食品衛生と調理実習を行っています。 
　食品衛生では、食中毒を防ぐための手洗いや消毒・殺菌の手順を研修しま
した。 
　調理実習では、自宅での調理とは少々勝手が違うと戸惑いながらも、分量
や火加減に気を使いながら、レシピにしっかり目を通し調理を進めていました。
　また、時間はどれくらいかかるか、調理器具で不足しているものはないか
など検証をしました。調理後は、民泊協力会の皆さんも集まって試食を行い、
意見交換をしました。 
　7月までに残りの民泊協力会も研修を行い、その後は各民泊協力会で本番に
向け更に研修を重ねていきます。 
 
 
 
 
　4月24日(日)、赤磐市熊山運動公園多目的広場で、関西社会人リーグ「西日本リーグ」（西日本の男子ホッケークラ
ブチームの強豪7チームが総当りで順位を決定するリーグ戦）が行われました。 
　6月上旬並みの陽気になった今シーズン初の試合は、格上の三菱化学・坂出(香川県)との対戦でした。試合は、終始
岡山クラブのペースで進み、スピードを活かした攻撃で2得点しました。試合は、2―2(前半1―1・後半1―1)で引き
分けたものの、国体本番に向け、よいスタートを切りました。 
　次回、同会場で行われる試合は、7月31日（日）午後1時から、対京都クラブです。応援よろしくお願いします。 

　赤磐市吉井国体実行委員会では、本年10月23日（日）に開催され
る国体秋季大会自転車（ロード・レース）競技のボランティアスタッ
フ（補助員）を次のとおり募集します。市民の皆さんのご協力をよ
ろしくお願いします。 
1対象者：市内在住在勤在学で高校生以上の人 
2追加募集人員：30人 
3募集締切：6月15日(水)まで、ただし定員になり次第締切ります。 
4募集内容：国体自転車（ロード・レース）競技補助員（交通整理員） 
5申し込み・問い合わせ先 
　〒701-2503　赤磐市周匝136-1　赤磐市吉井支所国体推進室 
　10869-54-1146 
　※詳しくは、事務局へお問い合わせください。 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

 

『えほん読み聞かせ会』 

利 用 案 内 

図書館の紹介 

『リサイクルBookフェア』 

開 館 時 間  
休 館 日  

※1人10冊まで2週間借りられます。 

※毎月第3土曜日に開催。ときには工作や料理なども…。 
　お気軽にお越しください。 

　3月7日の合併により赤磐市に4つの市立図書館が誕生しました。 
　それぞれの図書館の活動を順番に紹介しています。 
　今回は、おもに赤坂図書館の紹介です。 

午前10時～午後6時 
毎週月曜日（熊山は毎週水曜日） 
第3日曜日、祝日、月末整理日（土・日を除く） 
年末年始（12/28～1/4）、特別整理期間（年間10日以内） 
（詳しくは、暮らしのカレンダーをご覧ください） 

日 時  
 
場 所  

6月18日（土） 
午後2時～3時 
赤坂公民館　こども部屋 
●えほん 
　「おみせやさん」「およぐ」 
●ストローでオモチャを 
　つくろう♪ 

日 時  
場 所  
内 容  

6月17日（金）～24日（金）（※19日、20日は休館日です。） 
赤坂図書館 
図書館で不用になった図書・雑誌をさしあげます。 

（60代男性）市内どこの図書館でも本が借りられることが 嬉しい。 
（40代女性）本を返すとき、市内の図書館ならどこでも返せるのがとっても便利。 
（20代女性）県立図書館で借りた本も、近くの図書館で返せるのは嬉しい。 

赤磐市の4館（中央・赤坂・熊山・吉井）で借りた本は、市内のどの図書館でも
返すことができます。 

赤坂健康管理センター 

赤坂公民館 ２F

赤坂図書館 

赤坂体育センター 春の家 
デイサービス 
センター 

赤坂中 赤坂支所 

至
岡
山
↓ 

至
美
作
→
 

27

利用者 
の声 



　
直
原
玉
青
画
伯
（
本
名
・
直
原
正
）

は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

八
月
一
日
、
赤
磐
郡
山
方
村
黒
本
（
現

赤
磐
市
黒
本
）
に
、
父
幸
平
・
母

き
よ
の
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。 

　
三
歳
の
時
、
一
家
を
挙
げ
て
淡

路
島
に
移
り
、
そ
の
後
、
書
や
絵

の
上
手
な
父
の
影
響
を
う
け
、
小

学
校
に
入
学
し
た
こ
ろ
か
ら
絵
に

興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
二
十

三
歳
の
時
、
大
阪
美
術
学
校
に
入

学
し
、
矢
野
橋
村
先
生
に
師
事
し
、

本
格
的
に
絵
を
学
び
ま
し
た
。 

　
三
年
後
の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、

ふ
る
さ
と
の
川
を
描
い
た
「
雨
逆

風
饕
」
が
第
十
一
回
帝
国
美
術
院

展
に
初
入
選
し
ま
す
。
こ
の
絵
に

つ
い
て
画
伯
は
、〈「
雨
逆
風
饕
」
は
、

生
ま
れ
故
郷
岡
山
県
吉
井
川
上
流

の
風
雨
の
絵
で
あ
る
。
特
別
意
識

し
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
三
歳
の

こ
ろ
父
母
と
こ
こ
を
出
て
以
来
の

懐
か
し
さ
と
労
苦
が
、
思
わ
ず
絵

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
雨

は
し
い
た
げ
、
風
は
む
さ
ぼ
る
。

私
の
過
去
の
人
生
行
路
と
似
た
激

し
さ
の
水
墨
画
で
あ
っ
た
。（『
禅

画
報
』
四
号
）〉
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

　
以
後
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
、

日
展
に
十
六
回
入
選
し
ま
す
。 

　
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、

五
十
六
歳
の
画
伯
は
、
社
団
法
人

日
本
南
画
院
創
立
に
参
加
し
、
六

十
四
歳
の
昭
和
四
十
三
年
（
一
九

六
八
）、「
相
忘
」
が
文
部
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
す
。
八
十
二
歳
の
昭

和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
第
一

回
日
本
・
中
国
水
墨
交
流
展
に
お

い
て
の
出
品
作
「
祖
谷
渓
」
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後
、

勲
三
等
瑞
宝
章
、
紺
綬
褒
章
等
数
々

の
賞
を
受
賞
し
ま
す
。 

　
画
伯
は
、「（
社
）
日
本
南
画
院
」

理
事
長
・
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

中
国
源
流
の
南
画
を
現
代
に
復
興

さ
せ
た
第
一
人
者
と
し
て
、
現
在
（
一

〇
〇
歳
）
活
躍
中
で
す
。 

　
傍
ら
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同

人
と
し
て
俳
句
の
道
を
求
め
、
ま
た
、

南
禅
寺
管
長
柴
山
全
慶
老
師
に
師

事
し
、
黄
檗
宗
国
清
寺
を
復
興
す

る
な
ど
常
に
「
俳
句
・
南
画
・
禅
」

の
道
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
は
、

旧
吉
井
町
黒
本
聖
観
寺
に
「
句
画

禅
の
一
如
確
か
む
花
の
宵
」
の
句

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）、
旧

吉
井
町
名
誉
町
民
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
吉
井
に
は
、

画
伯
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
郷
国
六

題
　
吉
井
町
全
景
」
を
は
じ
め
貴

重
な
南
画
を
常
設
展
に
て
展
示
し

て
い
ま
す
。 

　
画
伯
の
絵
は
、
洲
本
市
立
淡
路

文
化
史
料
館
併
設
の
直
原
玉
青
記

念
美
術
館
（
「
海
門
渦
潮
」
他
）
、

西
淡
町
立
滝
川
記
念
美
術
館
玉
青

館
（
禅
の
牧
牛
図
「
牛
か
ひ
草
」
他
）、

守
口
市
現
代
南
画
美
術
館
な
ど
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 　「
絵
は
描
く
も
の
で
は
な
く
て
、

心
か
ら
湧
き
出
る
も
の
に
よ
っ
て

新
し
い
天
地
を
創
る
ん
だ
」
と
い

う
画
伯
の
精
神
を
象
徴
す
る
出
来

事
が
あ
り
ま
す
。
平
成
七
年
（
一

九
九
五
）、
九
十
一
歳
の
秋
、
静
岡

県
島
田
市
の
旧
家
（
釣
耕
苑
）
の

襖
絵
「
松
竹
梅
」
を
描
い
た
時
の

こ
と
。
水
と
墨
で
描
い
た
梅
に
、

ど
こ
か
ら
か
一
匹
の
蝶
が
飛
ん
で

き
て
、
と
ま
っ
た
か
と
思
う
と
、

ま
た
、
次
の
梅
に
と
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
の
こ
と
を
、
画
伯
は
、「
わ

が
画
梅
秋
の
蝶
呼
ぶ
奇
蹟
見
き
」

と
詠
ま
れ
た
の
で
し
た
。 

（
山
陽
郷
土
資
料
館
・
高
畑
富
子
） 

●
参
考
文
献
『
句
画
禅
を
生
き
る
』
他
 

●
ビ
デ
オ
『
襖
絵
の
梅
に
蝶
が
と
ま
る
』 
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1

直原　玉青 
＜南画家／黒本＞ 

郷土の 

物 人 

▲「郷国六題　吉井町全景」 

▲「句画禅の一如確かむ花の宵」の句碑 
聖観寺（赤磐市黒本） 

じきはら ぎょくせい 

き
ょ
う
そ
ん 

か
た
わ 

ぜ
ん
け
い 

き
ょ
う
こ
く 

お
う
ば
く
し
ゅ
う 

が

ば
い

 

ち
ょ
う
こ
う
え
ん 

ふ
す
ま
え 

『吉井生涯学習センター館蔵 
　　　　　　　直原玉青図録』より 

そ
う
ぼ
う 

う
ぎ
ゃ
く 

ふ
う
と
う 

う
ぎ
ゃ
く
ふ
う
と
う 
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◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇講　　　師 
◆日時＆メニュー 
 
 
 
 
 
 
◇参　加　費 
◆申込締切日 
◇会場＆申込先 
 

　みんなで協力して料理の楽しさを体験してみませんか。 

「なかよしクッキング」 （先着順） 

小学校4年生～6年生 
各回20人（3回とも参加希望） 
森野　陽子 
午前10時～午後1時 
7月25日b 
にんじんケーキ、クリームスープ 
8月1日b 
ごちそうそうめん、ブラマンジュウ 
8月22日b 
デコレーションすし、すまし汁 
1回350円（材料代含む） 
7月2日g 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777

歴　史　講　座 

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇日　　　時 
◆内　　　容 
 
 
 
 
 
◇参　加　費 
◆申込締切日 
◇会場＆申込先 
 

　先賢の事績など岡山ゆかりの歴史を学んでみませんか。 

「岡山よもやま話」 （先着順） 

一般 
各回15人 
午後2時～4時 
７月１６日g　『宇喜多　秀家』 
講師／川崎医療福祉大学教授　加原耕作 
９月１７日g　『池田　光政』 
講師／岡山大学教育学部教授　上原兼善 
１１月１９日g　『山田　方谷』 
講師／旧県立高等学校教諭　朝森　要 
１回３００円 
各講座開催日の10日前まで 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777

山陽公民館主催講座 山陽公民館主催講座 

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇講　　　師 
 
 
◆日　　　時 
 
 
◇参　加　費 
◆申込締切日 
◇会場＆申込先 
 

　脳の働きをよくする囲碁を習ってみませんか。初めて習う
友だちと誘いあわせて楽しみに来てください。 

「なかよし囲碁教室」 （先着順） 

小学生（男女を問わない） 
16人（5回とも参加希望） 
山陽公民館　公民館グループ 
「つくし囲碁同好会」 
代表　横溝　進ほか 
午後1時30分～4時 
7月22日f、29日f 
8月5日f、12日f、19日f 
500円（全5回分） 
7月1日f 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
 
◆場　　　所 
◇講　　　師 
◆定　　　員 
◇問い合わせ先 
 

　初めての人も、少しだけやったことがある人もルールを
習って対戦しよう。 

「囲碁・将棋教室」 

毎月第１・第３土曜日 
（6月第1土曜日から平成18年3月まで） 
午後1時30分～3時30分 
吉井生涯学習センター（図書館） 
吉井囲碁研究いきいき同好会員 
20名 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379

吉井公民館主催講座 

やったるでー体験 ◇場　　　所 
 
◆講　　　師 
◇参　加　費 
◆日　　　程 
 
 
 
 
 
◇定　　　員 
◆問い合わせ先 
 

　季節の移り変わりをこころと体で感じ、お米作りを楽し
もう。お友だちと一緒にぜひ参加しよう。 

「自然の中で土と遊ぼう、 
　　　　こども青空教室」 （先着順） 

赤磐市是里の田んぼ 
（吉井公民館に集合して行きます。） 
自然農を志す人、吉井公民館職員 
500円（保険代・資料代など） 
6月18日g…田植え 
7月9日g…稲の手助け（草刈り） 
8月6日g…稲の手助け（里山ハイキング） 
9月3日g…共同作業（里山ハイキング） 
10月8日g…稲刈り 
11月12日g…収穫祭 
8名（小学生対象） 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379

吉井公民館主催講座 

お米のいのち、春から秋へ 
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「パソコン講座」 （先着順） 

◇使用ソフト 
◆会　　　場 
◇受　講　料 
◆定　　　員 
◇日　　　時 
 
 
 
◆テキスト代 
◇申込締切日 

◎『超ゆっくりはじめてのパソコン』 

　パソコンに触ったことがない人を対象に、電源の入れ方

やマウスの操作方法などの基本操作をゆっくりとしたペー

スで学んでいきます。 

WindowsXP 

中央公民館 

3,000円（1コース4日分） 

各回10名 

6月20日B、21日c、23日e、24日f 
9：00～12：00、13：30～16：30、18：30～21：30 

6月27日B、28日C、30日E、7月1日F 

9：00～12：00、13：30～16：30、18：30～21：30 
実費 

6月10日f 
※受講料を添えてお申込ください。定

　員になり次第、締め切らせていただ

　きます。 

◇対　　　象 
 
 
 
◆会　　　場 
◇受　講　料 
◆定　　　員 
◇日　　　時 
 
 
 
◆テキスト代 
◇申込締切日 
 
 
 
 
◆問い合わせ先 

◎『はじめてのインターネット』 

　パソコンの基本操作は知っているけれど、インターネットは

まだ・・・というあなた。ぜひこの機会に学んでみましょう。 

・マウスの操作ができること。 

・Windowsの基本操作ができること。 

・文字入力などのキーボード操作が　

　できること。 

中央公民館 

3,000円（1コース4日分） 

各回10名 

7月4日b、5日c、7日e、8日f 
9：00～12：00、13：30～16：30、18：30～21：30 

7月11日B、12日C、14日E、15日F 
9：00～12：00、13：30～16：30、18：30～21：30 
実費 

6月24日f 
※受講料を添えてお申込ください。定

　員になり次第、締め切らせていただ

　きます。 

 

赤磐市立中央公民館 

10869-55-0069

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇日　　　時 
 
 
◆参　加　費 
◇申込締切日 
◆会場＆申込先 

　体験学習（伝承遊び・キャンプ・ソーセージ作りなど）をと
おして、自然の素晴らしさを感じてみよう。 

「ふれあい自然体験教室」 （先着順） 

小・中学生 
20人 
6月11日g、7月2日g、8月3日d～４日e、 
10月1日g、11月12日g、12月9日f、 
1月21日g、1月28日g 
3,000円（全9回分） 
6月6日b 
赤磐市立中央公民館 10869-55-0069

中央公民館主催講座 

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇講　　　師 
◆日　　　時 
◇参　加　費 
 
◆申込締切日 
◇会場＆申込先 
 

　親子で陶芸の楽しさを味わい、相互の触合いを深めて
みませんか。 

「親子陶芸入門」 （先着順） 

小学生（1～6年生）とその親 
16人（親子8組） 
永井　典子 
7月23日g　午後2時～4時 
小学生　500円（材料代含む） 
親　　　1,500円（材料代含む） 
7月2日g 
赤磐市立山陽公民館 10869-55-9777

山陽公民館主催講座 

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇日　　　程 
 
 
 
 
◆参　加　費 
◇申込締切日 
◆会場＆申込先 
 

　学校週5日制の今、土曜日家でじっとしていないで、友だ
ちを誘って遊びにおいで。 

「こうみんかんで遊ぼう」 （先着順） 

小・中学生 
30人 
6月18日g…公民館探検をしてみよう 
8月20日g…ビーズで遊ぼう 
10月22日g…おやつ作りにチャレンジ！ 
12月17日g…体を動かそう 
2月18日g…親子で料理にチャレンジ！ 
無料（ただし、材料費は実費） 
6月13日b 
赤磐市立中央公民館 10869-55-0069

中央公民館主催講座 

中央公民館主催講座 
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◇開　催　日 
 
◆内　　　容 
 
◇場　　　所 
◆参　加　費 
◇問い合わせ先 
 

　たんぽぽの会は、１歳から保育園入園前の幼児と保
護者の交流の場です。親子そろって、楽しい時間を過ご
しませんか。 
　「子どもを一緒に遊ばせることができるお友達がほし
いなぁ」「子育てをしているお母さんと育児の情報交換
がしたいなぁ」と思っている人、ぜひ「たんぽぽの会」に
参加してみましょう。 

『たんぽぽの会』のご案内 （先着順） 

毎月第2・第4水曜日 
午前10時～11時 
季節の行事や遊び、リトミックと手作り
工作等楽しい企画で実施 
赤坂健康管理センター「多目的ホール」 
無料 
赤磐市立赤坂公民館 
10869-57-2211

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇講　　　師 
◆内　　　容 
 
 
 
◇日　　　時 
◆参　加　費 
◇申込締切日 
◇問い合わせ先 

　あなたも、家庭でできる簡単イタリア料理にチャレンジし
てみませんか。 

「イタリア料理教室」 （先着順） 

小学校4年生以上～一般 
20名 
橋本　聡子 
・ナポリ風サラダ 
・トマトの冷製カッペリーニ 
・まぐろのカルパッチョバルサミコ酢風味 
・ヨーグルトゼリー 
７月２日g　午前10時～午後1時 
５００円（材料代含む） 
6月18日g 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777

◇日　　　時 
◆集 合 場 所 
◇内　　　容 
 
◆そ　の　他 
 
 
◇問い合わせ先 
 

　川や田んぼの生きものを捕まえて名前を調べてみよう。
自然だいすき博士になろう。 

「ドキドキ講座」 （先着順） 

6月25日g　午前9時～ 
赤磐市立熊山公民館 
水の中の生きもの観察 
赤磐市可真川（龍王橋周辺） 
水に入ってもよい服装で、帽子とタオ
ルを準備してください。 
※雨のときは、中止とします。 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇指　導　員 
◆日　　　時 
 
◇参　加　費 
 
 
◆申込締切日 
◇集合場所・申込先 

　シーカヤックで海の自然に親しみませんか。 

「シーカヤック教室 
　（わくわく体験・犬島）」 （先着順） 

小学生（5、6年生）・中学生 
20名 
岡山市立犬島青年の家職員 
7月29日f 
午前9時30分～午後6時30分 
300円（渡船費用往復 小学生200円
中学生400円は別途参加者負担とな
ります） 
7月20日d 
赤磐市立西山公民館 
10869-55-0777

赤坂公民館主催講座 熊山公民館主催講座 

高月公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

（先着順） 

◇対　　　象 
◆定　　　員 
◇講　　　師 
◆日　　　時 
 
◇参　加　費 
◆申込締切日 
◇問い合わせ先 
 

　マジックに興味のある皆さん、参加してみませんか。技
を身につけ、家庭や地域・職場で活かしましょう。 

「マジック入門」 

一般（初心者） 
20名 
池上尚見（岡山県マジック協会会員） 
７月９日g、１７日a、２３日g、３０日g 
午前10時～12時 
1,000円（全4回分・材料代含む） 
6月30日e 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

遊びのボランティア養成講座 
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　この講座は、地域に開かれた学校をめざし、夏休み期間を利用して行われるものです。 
今年度から市内全域を対象に、従来よりこの事業を実施していた高陽中学校山陽地区で開講します。 
 
　あなたも出かけてみませんか。 
　そこには、中学生や先生方との素敵な 
　出会いがあります。 
　市内のどなたでも参加することができます。 
　お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。 
 
 

月　　日 

１ ７月２１日（木） 

９：００～９：３０ 開校式 

閉校式 

簡単な英会話を楽しもう 

吹奏楽部員と一緒に歌いましょう。 
ミュージックベルに挑戦 

フラワーアレンジメント 
（季節の花をテーブルに） 

植物を描こう 
（水彩スケッチ） 

材料費：１人　１,５００円程度 

材料費：１人　５００円程度 
市販の加工食品やおやつを手作りして 
みよう！！ 

インターネットを利用して、旅行プラン 
をつくる。 
　インターネットで観光地の情報や列車・飛 

　行機の発着時刻・料金の情報などを調べて、 

　旅行プランを立ててみます。 

９：３０～１１：３０ 

９：３０～１１：３０ 

９：３０～１１：３０ 

９：３０～１１：３０ 

９：３０～１２：００ 

１１：３０～１２：００ 

１３：００～１５：００ ７月２２日（金） 

７月２６日（火） 

７月２８日（木） 

７月２９日（金） 

８月２５日（木） 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

時　　間 内　　　　　容 備　　　　　考 

生き生き大学校が開講になります 

●定　　員… ３０名 

●材 料 費… 実　費 

●申込期限… ７月８日（金）まで 

※中学生と交流しながら楽しく学べます。 
※持参品など詳しい内容については、後日参加者に
　ご案内します。 

（定員に達し次第、締め切らせていただきます） 

●申し込み・問い合わせ先 

　教育委員会　社会教育課 
　　　　　　　　　1０８６９-５５-０７８３ 



1 2 3 4

7 8 9 10 11

14 15 16 17 18

21 22 23

29 30

24 25

28 7/1 7/2

●新技術講座（野菜）～野菜の病
　害虫対策　１３：3０～１5：0０ 
　（山陽産業会館） 

●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 
●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30（山陽保健センター） 

●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 
 

●囲碁・将棋教室 
　１3：3０～１5：３０（吉井公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：3０～（中央図書館） 
 

●公開講座（天秤座） 
　１8：0０～22：0０（竜天天文台） 
●ふれあい自然体験教室 
　（中央公民館） 
●男の料理教室　１0：0０～13：0０ 
　（高月公民館） 
●おひさまおはなし会　１１：００～ 
　（熊山図書館） 
●おはなし会　 １４：００～ 
　（吉井図書館） 
●としょかんわくわくタイム（お話） 
　１４：３０～（中央図書館） 

●囲碁・将棋教室 
　１3：3０～15：3０（吉井公民館） 
●こども青空教室（吉井公民館） 
●こうみんかんで遊ぼう 
　１0：0０～11：3０（中央公民館） 
●えほん読み聞かせ会 
　１４：００～（赤坂図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
 

●リサイクルBOOKフェア 
　～24日（赤坂図書館） 
●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 
●よろず相談　13：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

●囲碁・将棋教室 
　１3：3０～15：3０（吉井公民館） 
●イタリア料理教室 
　１0：0０～13：0０（西山公民館） 
●ふれあい自然体験教室 
　（中央図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：30～（中央図書館） 
 

●交通安全日 
●育児相談 
　対象：H１６年８月・１１月生 
　10：00～11：00（山陽保健センター） 

●たんぽぽの会　１0：００～１1：0０ 
　（赤坂公民館） 
●絵手紙入門　１０：００～１2：００ 
　（西山公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●１歳６か月児健診 
　13：00～13：30（山陽保健センター） 

●乳児健診　13：00～１3：30 
　（山陽保健センター） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
●合同相談　13：00～14：00 
　（赤磐市仁美農村振興センター） 

●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 
●離乳食講習会　１0：００～１1：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
 

●人権行政相談　１０：００～１5：００ 
　（市役所２階大会議室・赤坂健
　康管理センター） 
●特設人権相談　１０：００～１5：００ 
　（吉井支所相談室） 
●絵手紙入門　１０：００～１2：００ 
　（西山公民館） 
●少年少女天文教室 
　１9：００～21：００（吉井公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 

●年金相談 
　１0：００～１2：0０、１3：００～１5：0０ 
　（市役所２階第１会議室） 
●たんぽぽの会　１0：００～１1：0０ 
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん　１１：００～ 
　（中央図書館） 
 

●交通安全日 
●お笑い赤坂亭定例寄席 
　19：00～20：00（お笑い赤坂亭） 
●陶芸入門「信楽焼」 
　14：00～16：00（山陽公民館） 
●ドキドキ講座　9：00～ 
　（熊山公民館） 
●としょかんわくわくタイム 
　14：30～（中央図書館） 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
 

●おはなしのおへや　15：3０～ 
　（熊山図書館） 
●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
 

●おはなしのおへや　１５：３０～ 
　（熊山図書館） 
●よろず相談　10：00～15：00 
　（熊山保健福祉総合センター） 

火 水 木 金 土 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
●３歳児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 
●なかよしひろば４歳児 
　１0：００～１1：３０（中央公民館） 

◆図書館休館日（熊山） 

◆図書館休館日（熊山） 

◆図書館休館日（熊山） 

◆図書館休館日（熊山） 

◆図書館休館日（熊山） ◆図書館休館日（全館） 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

6月 

平成17年 
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●新技術講座（花）～取り組みや
　すい切り花栽培 
　１３：3０～１5：0０（山陽産業会館） 

5 6

12 13

19 20

26 27

日 月 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 

●超ゆっくりはじめてのパソコン 
　9：00～12：00､13：30～16：30、 
　18：30～21：30（中央公民館） 

［医］戸田小児科医院 
　　1０８６９-５５-３１２１ 
［医］吉田医院 1０８６９-５４-０２０２ 

［医］おおくま皮ふ科医院 
　　1０８６９-５５-８８１２ 
［医］井上内科 1０８６９-５４-１９０２ 

◆図書館休館日 
［医］梶原内科医院 
　　1０８６９-５５-３７５０ 
［医］戸川医院 1０８６９-５７-２６１１ 

［医］ふよう内科クリニック 
　　1０８６９-５５-７１１０ 
［医］戸川クリニック 
　　1０８６９-５７-３０５７ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

　 

◯ 

◯ 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

 

 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

　 

◯ 

◯ 

◯ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

 

　 

　 

☆ 

 

 

　 

 

 

 

☆ 

 

 

　 

 

 

 

☆ 

 

 

　 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

　 

　 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

 

☆ 

☆ 

 

 

★ 

 

★ 

 

 

　 

 

★ 

 

 

　 

 

 

 

★ 

　 

★ 

　 

 

　 

 

★ 

　 

 

　 

 

 

 

 

山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校生以上
　で初心者講習修了者に限ります。初心者講習
　は★印に行っていますが電話予約が必要で
　す。受講料４００円　再受講料３００円 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…２００円 
　　　　中学生以下…１００円 
●トレーニングルーム…１００円 

※トレーニングルームのご利用は高校生以上
　です。６月から９月までプール利用料金は半
　額になります。 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

6
月 

日 

［医］＝休日当番医　◆＝図書館休館日 

M O N T H L Y  S C H E D U L E
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★６月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●個人市・県民税 １期（全期） 
　●国民健康保険税 １期 
　●介護保険料 １期（熊山・吉井地域） 
　　　　　　　 ２期（赤坂地域） 

６月３０日まで　　　　 

★７月のお知らせ（山陽ふれあい公園） 
　7月の日曜・祝日プールの開放日は…　 
　1９：００～１１：００　2１１：３０～１３：３０　3１４：００～１６：００ 
　通常の開放時間とは異なります。ご注意ください！ 



  

　
高
齢
に
な
っ
て
も
歯
が
二
十
本
以

上
残
っ
て
い
れ
ば
、
食
生
活
に
支
障

が
な
い
だ
ろ
う
と
の
研
究
か
ら
「
八

十
歳
に
な
っ
て
も
二
十
本
以
上
自
分

の
歯
を
保
つ
こ
と
」
で
豊
か
な
生
活

を
送
ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
自
分

の
歯
で
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
楽

し
み
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
は
、
心
と

体
の
健
康
を
保
ち
、
生
活
の
質
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
を
高
め
、
人
生
を
よ
り
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
実
際
は
八
十
歳
の
人
の

歯
数
は
一
人
平
均
八
・
二
一
本
と
少

な
い
の
が
現
状
で
、
六
十
歳
代
か
ら

歯
を
失
う
こ
と
が
増
え
る
よ
う
で
す
。

歯
を
失
う
原
因
は
歯
周
病
と
む
し
歯

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
歯
周
病
や
む
し

歯
予
防
に
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

に
あ
る
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）・
歯
石

を
き
れ
い
に
取
り
除
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
き
ち
ん
と
歯
を
み
が
く
こ
と

や
喫
煙
、
過
度
の
飲
食
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
の
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
が
有

効
で
す
。 

　
歯
と
口
の
中
の
健
康
の
た
め
、
生

活
の
中
で
正
し
い
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
家
族
み
ん
な
で
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

＊
毎
日
の
健
康
管
理
に
気
を
付
け
ま

　
し
ょ
う
。 

＊
歯
み
が
き
は
、
正
し
い
方
法
で
て

　
い
ね
い
に
し
ま
し
ょ
う
。（
小
学

　
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で
は
仕
上
げ

　
み
が
き
が
必
要
で
す
。）
フ
ッ
素

　
配
合
歯
み
が
き
剤
も
有
効
で
す
。 

＊
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

＊
丈
夫
な
歯
を
作
る
た
め
に
バ
ラ
ン

　
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し

　
ょ
う
。 

＊
糖
分
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
特
に
幼

　
児
の
間
食
の
時
間
・
内
容
に
気
を

　
付
け
ま
し
ょ
う
。
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ

　
や
、
甘
い
物
・
歯
に
ひ
っ
つ
き
や

　
す
い
も
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。 

＊
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し

　
ょ
う
。 

＊
歯
や
歯
ぐ
き
に
症
状
が
あ
れ
ば
、

　
す
ぐ
に
歯
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

　
う
。 

 

　
歯
科
相
談
日
（
十
八
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
も
あ
り
ま
す
。
歯
や
口
の
中
の

こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
や
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

歯・口の中の健康に 
気をつけていますか？ 
 《

8
0
2
0
運
動
》 
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シリーズ2

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
 

介
護
 ２ 

       　
今
回
は
吉
井
地
区
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の

中
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
吉
井
地
区
で
、
家
庭

訪
問
や
電
話
相
談
、
介
護
用

品
の
展
示
・
紹
介
な
ど
を
主

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
地
域
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
少
し
で

も
多
く
の
人
々
に
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
お

知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
今
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で

は
、
バ
ラ
が
満
開
で
す
。
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

〈
ケ
ア
ハ
ウ
ス
〉 

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
一
つ

で
自
宅
で
生
活
し
に
く
い
人

が
個
室
で
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
食
事
の
提

供
や
設
備
な
ど
が
工
夫
さ
れ

て
い
る
施
設
で
す
。 

　
詳
し
い
内
容
は
お
近
く
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
保
健
福
祉
課
）  

赤磐市在宅介護支援センター 

赤磐市山陽在宅介護支援センター 

赤磐市赤坂在宅介護支援センター 

赤磐市熊山在宅介護支援センター 

在宅介護支援センター ローズガーデン 

下市344 

河本778-1 

町苅田517-1 

松木636-1 

塩木10-1

0869-55-1116 

0869-55-9666 

0869-57-4838 

08699-5-2350 

0869-54-9711

施設名 所在地 

在宅介護支援センター 

電話番号 

▲5月18日、2歳6カ月児歯科健診（山陽保健センター） 



　
女
性
特
有
の
が
ん
の
中
で
、
圧

倒
的
に
多
い
の
が
、
「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
で
す
。
こ
れ
は
脂

肪
の
多
い
欧
米
型
食
生
活
の
影
響

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の

が
ん
も
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
『
治
る
が
ん
』
で
す
。

自
覚
症
状
が
少
な
い
の
が
難
点
で

す
か
ら
、
乳
が
ん
の
自
己
検
診
や

お
の
お
の
の
定
期
検
診
が
有
効
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
の
検
診
対
象
者
に
は
、
愛
育

委
員
を
通
じ
て
、
受
診
票
兼
問
診

票
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
票
兼
問

診
票
が
な
い
人
は
、
検
診
担
当
課

の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
申

し
出
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
）
。 

〈
子
宮
が
ん
検
診
〉 

実
施
期
間 

　
六
月
か
ら
七
月
（
詳
し
い
日
程

　
は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

　¡

医
師
に
よ
る
視
診
・
内
診 

　¡

細
胞
診 

対
象
者 

　
二
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品 

　¡
受
診
票
兼
問
診
票 

　¡
健
康
手
帳 

料
　
金 

　
五
百
円 

　
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

 〈
乳
が
ん
検
診
〉 

◎
視
診
・
触
診 

実
施
期
間 

　
七
月
か
ら
八
月
（
詳
し
い
日
程

　
は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

　
医
師
に
よ
る
視
診
・
触
診 

対
象
者 

　
三
十
歳
以
上
の
女
性 

持
参
品 

　¡

受
診
票
兼
問
診
票 

　¡

健
康
手
帳 

料
　
金 

　
五
百
円 

　
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

個
別
検
診
委
託
医
療
機
関 

　
下
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い 

そ
の
他
　 

　
山
陽
・
赤
坂
地
域
は
医
療
機
関

　
で
の
個
別
検
診
、
熊
山
・
吉
井

　
地
域
は
集
団
検
診
で
す
。 

◎
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ 

実
施
期
間 

　
八
月
か
ら
九
月
（
詳
し
い
日
程

　
は
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
） 

検
診
内
容 

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線

　
検
査
） 

対
象
者 

　
四
十
歳
以
上
の
女
性 

　
（
た
だ
し
、
市
の
乳
が
ん
検
診

　
〔
視
触
診
〕
を
受
診
し
た
人
） 

持
参
品 

　¡

健
康
手
帳 

　¡

市
の
乳
が
ん
検
診
受
診
票
〔
視

　
　
触
診
用
〕
の
領
収
印
あ
る
い

　
　
は
確
認
印
が
あ
る
も
の 

料
　
金 

　
五
百
円 

　
（
七
十
歳
以
上
無
料
） 

 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

 

17 広報あかいわ（平成17年6月号） 

あかいわファミリー 
クリニック 

赤磐市河本１１４３ 

赤磐郡瀬戸町沖３４３ 

赤磐郡瀬戸町瀬戸７７ 

赤磐市町苅田９２０ 

赤磐市山陽１－４－６ 

赤磐郡瀬戸町沖２１０ 

赤磐市五日市２４５－４ 

５５－９２５１ 不要 

５２－０１６２ 

５２－１１６６ 

５７－２１１１ 

５５－８８６８ 

５５－５５１５ 

５２－３３３１ 

要 

要 

不要 

不要 

不要 

不要 

石原医院 

岩藤胃腸科・外科・  
歯科クリニック 

道満医院 

山本クリニック 

吉井医院 

吉井外科医院 

平　日　８：３０～１２：３０、１５：３０～１９：００  
　　　　（ただし木曜日午後は休診）  
土曜日　８：３０～１２：３０、１３：３０～１７：００ 

月・火・水・金曜日　８：３０～１２：３０,、１５：００～１７：００　  
木・土曜日　８：３０～１２：３０ 

平　日　１３：００～１９：００ （ただし水曜日除く）  
土曜日　１３：００～１９：００ 

平　日　９：００～１２：３０、１４：００～１８：３０ 
　　　　（ただし木曜日午後は休診）  
土曜日　９：００～１２：３０、１４：００～１６：００ 

平　日　１５：００～１８：３０  
土曜日　１５：００～１８：００ 

平　日　９：００～１２：００、１４：００～１８：００  
　　　　（ただし木曜日午後は休診）  
土曜日　９：００～１２：３０ 

月・火・水・木曜日　９：００～１２：００、１４：００～１８：００　  
　　　　　　　　（水曜日のみ１２：３０まで） 

医　院　名 電　話 予　約 住　　　所 検　診　時　間 

●委託医療機関（５０音順） 

子宮がん・ 
乳がん検診の 
お知らせ 

子宮がん・ 
乳がん検診の 
お知らせ 



●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111

           

　
日
頃
か
ら
健
康
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

　 

     

か
。
ま
た
、
基
本
健
康
診
査
・
胃

が
ん
検
診
の
結
果
な
ど
で
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相
談

も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

内
　
容 

　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
尿

　
検
査
・
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
・

　
歯
科
相
談
（
※
印
の
日
） 

対
　
象
　
赤
磐
市
民 

持
参
品
　
健
康
手
帳 

　
日
時
・
場
所
は
表
を
ご
参
照
く

　
だ
さ
い
。 

    

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
六
月
十
六
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月 

　
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

 

   

　
次
の
と
お
り
、
四
・
五
・
六
歳

児
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
対
象

者
に
は
案
内
兼
申
込
書
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
各
地
域
の

担
当
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
転
入
な
ど
で
案
内
兼
申
込
書

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
七
月
二
十
八
日
（
木
） 

　
〈
受
付
〉
午
前
九
時
十
五
分
〜

　
　
　
　
　
十
一
時 

　
　
　
　
　
午
後
零
時
四
十
五
分

　
　
　
　
　
〜
二
時
三
十
分 

場
　
所
　
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
四
・
五
・
六
歳
児
（
平

　
成
十
一
年
四
月
二
日
〜
平
成
十

　
三
年
七
月
三
十
一
日
生
ま
れ
） 

内
　
容
　
歯
み
が
き
指
導
、
歯
科

　
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、
栄
養
指

　
導 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
保
健
福
祉
課
母
子
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

※
申
し
込
み
は
お
住
ま
い
の
地
域

　
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

   

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

六
月
中
に
現
況
届
（
用
紙
は
六
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
は
、
毎

年
六
月
一
日
の
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。
届
出

が
な
い
場
合
に
は
、
六
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
公
務
員
の
児
童
手
当
は
勤
務
先

で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
社
会
福
祉
課 

　
子
育
て
支
援
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

    

健
康
相
談
事
業
の 

お
知
ら
せ 

幼
児
歯
科
教
室
開
催
の 

お
知
ら
せ 

児
童
手
当
の
現
況
届
は 

六
月
中
に 

離
乳
食
講
習
会
の 

お
知
ら
せ 
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受診日 受付期間 受診場所 対象地区・対象者 

※6月27日（月） 

7月15日（金） 
山陽保健センター 山陽地域全体 

多賀、出屋、小原、奥小原、小原上 

坂辺、下分、惣分、大屋、大屋下、山手 

13：30～14：30

受診日 受付期間 受診場所 対象地区・対象者 

※8月24日（水） 

　8月25日（木） 

ほほえみ 
熊山地域全体 

9：30～11：00

9：30～11：00 桜が丘いきいき交流センター 

受診日 受付期間 受診場所 対象地区・対象者 

※6月14日（火） 

　6月28日（火） 

市立吉井会館 
吉井地域全体 

9：30～11：00

13：30～15：00 仁美農村振興センター 

受診日 受付期間 受診場所 対象地区・対象者 

7月20日（水） 

7月25日（月） 

赤坂健康管理 
センター 

笹岡公民館 

町苅田、大苅田、東窪田、西窪田、 
由津里 ※9：30～11：00

※9：30～11：00

山口、西軽部、東軽部、南佐古田、 
北佐古田、今井 13：30～15：00

　13：30～15：00

●山陽地域 

●赤坂地域 

●熊山地域 

●吉井地域 

健
康
福
祉 



    

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

資
格
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有
効

期
間
が
六
月
三
十
日
（
木
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
の
人
は

六
月
中
旬
に
更
新
手
続
き
の
通
知

を
行
い
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
医
療
は
、
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
、
前
年
の

所
得
税
非
課
税
の
、
母
子･

父
子

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
子
育
て
支
援
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

¡
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

   

　
高
齢
者
の
医
療
費
助
成
に
は
、

老
人
保
健
医
療
制
度
（
国
制
度
）

と
老
人
医
療
費
助
成
制
度
（
県
・

市
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う

費
用
（
一
部
負
担
金
）
は
、
外
来

入
院
と
も
か
か
っ
た
費
用
の
一
割

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
以

上
所
得
者
は
二
割
負
担
と
な
り
ま

す
。 

【
国
制
度
】 

対
象
者 

1
七
十
五
歳
以
上
の
人 

2
一
定
の
障
害
の
あ
る
六
十
五
歳

　
以
上
の
人 

　
た
だ
し
、
昭
和
七
年
九
月
三
十

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
引
き

続
き
老
人
保
健
医
療
（
国
制
度
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
県
・
市
制
度
】 

対
象
者 

1
六
十
八
歳
・
六
十
九
歳
の
低
所

　
得
世
帯
老
人
（
世
帯
の
生
計
の

　
中
心
者
が
市
民
税
均
等
割
課
税

　
以
下
） 

2
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

　
寝
た
き
り
・
一
人
暮
ら
し
老
人

　
◎
対
象
と
な
る
人 

　
〈
寝
た
き
り
の
場
合
〉 

　
　
六
カ
月
以
上
常
時
寝
た
き
り

　
で
日
常
生
活
を
営
む
の
に
、
他

　
人
介
護
を
要
す
る
人
。 

　
〈
一
人
暮
ら
し
の
場
合
〉 

　
　
実
際
に
一
人
で
生
活
を
営
ん

　
で
い
る
人
。
た
だ
し
、
次
の
場

　
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。 

　¡

同
一
敷
地
内
で
家
族
と
別
居

　
　
し
て
い
る
場
合
。 

　¡

近
隣
に
扶
養
義
務
者
が
居
住

　
　
し
て
お
り
、
そ
の
人
と
の
接

　
　
触
が
常
に
保
た
れ
て
い
る
場

　
　
合
。 

3
六
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
身

　
体
障
害
者
手
帳
四
級
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
人
。 

　
以
上
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
該

当
す
る
人
で
、
ま
だ
こ
れ
ら
の
制

度
を
受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
既

に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
保
険

証
の
変
更
・
資
格
の
喪
失
の
あ
っ

た
人
は
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

 

「
六
月
中
に
更
新
手
続
き
を
！
」 

　
岡
山
県
老
人
医
療
費
受
給
資
格

証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有
効
期
間

が
六
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
該
当
の
人
は
六
月

中
旬
に
更
新
手
続
き
の
通
知
を
行

い
ま
す
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
高
額
医
療
費
制
度
】 

　
一
部
負
担
金
が
次
の
額
を
超
え 

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当
の
あ

っ
た
場
合
は
、
一
カ
月
ご
と
に
個

人
あ
て
に
申
請
書
の
送
付
を
し
ま

す
の
で
、
医
療
費
の
領
収
書
を
添

え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
入
院
時
の
食
事
代
や 

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。 

【
負
担
額
の
減
額
申
請
】 

　
　
　
（
国
制
度
の
人
の
み
） 

　
受
給
対
象
者
が
低
所
得
（
非
課

税
世
帯
）
の
場
合
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、
「
老
人 

医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に 

提
示
す
れ
ば
、
入
院
時
の
患
者
負

担
限
度
額
お
よ
び
食
事
負
担
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
低
所
得
の
人
で
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

印
鑑
・
保
険
証
・
医
療
受
給
者
証

を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
３ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

 

老
人
保
健
制
度 
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ひ
と
り
親
家
庭
等 

医
療
費
受
給
資
格
証 

更
新
の
お
知
ら
せ 

同一世帯に一定の所得以上（課税所得が124万円以上）
の70歳以上の人または老人保健対象者がいる人。 
ただし、70歳以上の人および老人保健対象者の収入の合
計が、一定額未満（70歳以上の人および老人保健対象者
が１人の世帯の場合は年収450万円未満、２人以上の世
帯の場合は年収637万円未満）である旨、申請があった場
合を除きます。 

住民税非課税の世帯に属する人 

住民税非課税の世帯で、世帯員の所得が一定基準に満
たない人 

〔　〕内の数字40,200円は年４回以上、高額医療費を受け
た場合の４回目以降の患者負担限度額です。 

※１ 
 
 
 
 
 
 

※２ 

※３ 
 

※４ 

区　　分 

一定以上 
所 得 者 ４０,２００円 

１２,０００円 ４０,２００円 

２４,６００円 

１５,０００円 

８,０００円 

住 民 税 
非課税 II

一　　般 

1外来の場合 
（個人ごとに計算） 

2世帯単位で入院と 
　外来があった場合 
　は合算します 
 
７２,３００円＋（かかった 
医療費－３６１,５００円）× 
１％〔４０,２００円〕 
 

住 民 税 
非課税 I

●患者負担限度額 

※１ ※４ 

※２ 

※３ 



郵
便
番
号 

住
所 

電
話
番
号 

氏
名（
ふ
り
が
な
） 

生
年
月
日 

職
業 

       

平
成
十
八
年
歌
会
始
の
お
題 

　
「
笑
み
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

〈
注
〉
お
題
は
「
笑
み
」
で
す
が
、

「
笑
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ

ば
よ
く
、
言
葉
の
成
り
立
ち
は
異

に
し
ま
す
が
、
「
笑
ひ
」
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

詠
進
歌
の
詠
進
要
領 

1
詠
進
歌
は
、
お
題
を
読
み
込
ん

　
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

　
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

　
す
。 

2
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

　
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分

　
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

　
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

　
生
年
月
日
お
よ
び
職
業
（
な
る

　
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
以
前
職

　
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合

　
は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書

　
い
て
く
だ
さ
い
。
）
な
お
、
主

　
婦
の
人
は
「
主
婦
」
と
書
い
て

　
く
だ
さ
い
。 

3
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で

　
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

　
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

　
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な

　
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

4
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

　
毛
筆
で
自
筆
で
き
な
い
場
合
は

　
他
人
が
代
筆
し
て
も
構
い
ま
せ

　
ん
。
そ
の
場
合
は
、
別
紙
に
代

　
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お

　
よ
び
氏
名
を
書
い
て
詠
進
歌
に

　
添
え
て
く
だ
さ
い
。
ワ
ー
プ
ロ
、

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印

　
字
す
る
場
合
も
使
用
理
由
を
別

　
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て

　
く
だ
さ
い
。
な
お
、
視
覚
障
害

　
の
人
は
、
点
字
で
詠
進
で
き
ま

　
す
。 

            

詠
進
の
期
間 

　
九
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
。
郵

　
便
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。 

郵
便
の
あ
て
先 

　
〒
１
０
０
―
８
１
１
１ 

　
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

　
詠
進
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
九
月
二
十
日
（
火
）
ま
で
に
、

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
お
願

い
し
ま
す
。 

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.kunaicho.go.jp 

　/12/d12-03.htm
l 

     
 

放
送
大
学
で
は
、
平
成
十
七
年

度
第
二
学
期
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

入
学
料
・
授
業
料 

〈
教
養
学
部
〉 

◇
入
学
料 

¡

全
科
履
修
生
（
四
年
以
上
在
学

　
し
、
学
士
の
学
位
の
習
得
を
目

　
指
す
）
　
　
　
　
二
万
二
千
円

¡
選
科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
し
、 

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
円

¡

科
目
履
修
生
（
六
カ
月
在
学
し
、 

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
千
円

◇
授
業
料 

¡

一
単
位
あ
た
り
　
　
　
五
千
円

〈
大
学
院
〉 

◇
入
学
料 

¡

修
士
科
目
生
（
六
カ
月
在
学
し
、 

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
二
千
円

¡

修
士
選
科
生
（
一
年
間
在
学
し
、 

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
六
千
円

◇
授
業
料 

¡

一
単
位
あ
た
り
　
　
　
一
万
円

※
修
士
課
程
を
修
了
し
て
、
学
位

　
「
修
士
（
学
術
）
」
の
資
格
を

　
目
指
す
修
士
全
科
生
（
平
成
十

　
八
年
度
）
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

募
集
期
間
　 

　
六
月
十
五
日
（
水
）
〜
八
月
三

　
十
一
日
（
水
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
〒
７
０
０
―
０
０
８
２ 

　
岡
山
市
津
島
中
３
―
１
―
１ 

　
（
岡
山
大
学
構
内
） 

　
1
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.u-air.ac.jp 

       

期
　
間 

　
八
月
三
日
（
水
）
〜
七
日
（
日
） 

場
　
所
　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ

　
ャ
ン
プ
場 

対
象
と
定
員
　
小
学
四
年
生
〜
中

　
学
三
年
生 

　¡

日
本
人
…
百
四
十
人 

　¡

外
国
人
…
四
十
人 

内
　
容
　
富
士
登
山
、
野
外
炊
飯
、

　
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン

　
グ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

申
込
締
切 

　
七
月
八
日
（
金
）
先
着
順 

費
　
用
　
出
発
地
に
よ
り
異
な
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先 

¡

文
部
科
学
省
所
管 

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会 

　
〒
１
６
０
―
０
０
０
４ 

　
東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
１
１

　
大
村
ビ
ル
三
階 

　
1
０
３（
３
３
５
９
）８
４
２
１ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

　info@
kskk.or.jp 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.kskk.or.jp/ 

   【
花
】 

◇
取
り
組
み
や
す
い
切
り
花
栽
培 

日
　
時
　
六
月
六
日
（
月
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
副
参
事
　
中
川
　
雄
一
氏 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
人 

放
送
大
学
で 

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

募

集
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平
成
十
八
年
歌
会
始
の 

お
題
お
よ
び
詠
進
歌
の 

詠
進
要
領 

第
二
十
六
回
青
少
年 

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ 

〜
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

　
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
富

　
士
登
山
を
し
ま
せ
ん
か
？
〜 

新
技
術
講
座 

書式図（横長） 

お
題
「
笑
み
」 

（
山 

折 

り
） 



【
野
菜
】 

◇
野
菜
の
病
害
虫
対
策 

日
　
時
　
六
月
十
四
日
（
火
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
　
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
主
任
　
垣
内
　
勝
哉
氏 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
人 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課
農
林
振
興
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

       【
本
庁
】 

日
　
時
　
六
月
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　
本
庁
二
階
　
大
会
議
室

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠 

　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子 

　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

【
赤
坂
】 

日
　
時
　
六
月
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

場
　
所
　 

　
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

【
人
　
権
】
大
野
　
是
彰 

　
　
　
　
　
小
谷
　
良
正 

　
　
　
　
　
周
藤
　
光
信 

【
行
　
政
】
常
安
　
克
之 

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

   

日
　
時 

¡
六
月
三
日
（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

¡
六
月
十
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
国
民
健
康
保
険

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
六
月
三
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
津
田
　
忠
彦 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
秀
世 

　
　
　
　
　
　
　
和
気
　
宏
昌 

　
　
　
　
　
　
　
仲
川
　
　
翠 

¡
六
月
十
七
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
々
木
玲
子 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
　
翠 

　
【
知
的
障
害
】
金
谷
　
正
利 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

   

日
　
時
　
六
月
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
受
付 

場
　
所 

　
赤
磐
市
吉
井
支
所
相
談
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
戸
川
　
正
美 

　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
和
也 

　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
　
徹 

   

日
　
時
　
六
月
十
五
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
仁
美
農
村
振
興

　
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
心
配
ご
と
】
岡
口
　
　
瞳 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
今
井
田
　
聰 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

　
ら
れ
ま
す
。 

   

日
　
時 

　
六
月
二
十
二
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
赤
磐
市
役
所
二
階 

　
第
一
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務

　
所
年
金
専
門
官
　 

        

　 国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
全
て
の
人

に
、
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
届
出
が
必
要
な
の
は
、
加

入
の
と
き
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
表
１
〉 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
〈
表
２
〉 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所 

　
1
０
８
６（
２
７
１
）０
０
１
１ 

   

相

談

 

年

金
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よ
ろ
ず
相
談 

年
金
相
談 

特
設
人
権
相
談 

合
同
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

国
民
年
金 

こ
ん
な
と
き
に
は 

届
出
が
必
要
で
す
！ 

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの 

20歳になったとき 
（厚生年金や共済年金 
　加入者を除く） 

退職したとき 
（厚生年金や共済年金 
　加入者の場合） 

あなたを扶養していた 
配偶者が、厚生年金や 
共済年金を辞めたとき 

第1号被保険者となります。 印　　鑑 

印　　鑑 
年金手帳 

印　　鑑 
年金手帳 

第2号被保険者から 
第1号被保険者になります。 
（第3号被保険者に該当する 
　場合を除く） 

第3号被保険者から 
　　　　　第1号被保険者へ 

届出が必要なとき 異動の内容 

会社などを退職し、厚生年金や 
共済年金に加入している配偶者 
に扶養されるようになったとき 

厚生年金や共済年金に加入して 
いる配偶者に扶養されるように 
なったとき 

第2号被保険者から 
　　第3号被保険者になります。 

第1号被保険者から 
　　第3号被保険者になります。 

〈表１〉 

〈表２〉 



自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り 

規
制
が
見
直
さ
れ
ま
し
た 

ご
存
知
で
す
か 

人
権
擁
護
委
員
の
日 

狂
犬
病
予
防
注
射
（
臨
時

注
射
）の
お
知
ら
せ 

      

　
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
臨
時
注

射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

未
注
射
の
人
は
ご
利
用
下
さ
い
。 

日
　
程
　
六
月
二
十
六
日
（
日
） 

場
　
所
　
本
庁
・
各
支
所
・
桜
が

　
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・

　
仁
堀
出
張
所
・
山
陽
公
民
館 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）５
３
４
７ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
生
活
環
境
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
３ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
生
活
環
境
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
生
活
環
境
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

     

　
六
月
十
六
日
（
木
）
か
ら
十
八

日
（
土
）
ま
で
の
間
焼
却
炉
修
繕

の
た
め
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

可
燃
ご
み
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま

せ
ん
。 

持
ち
込
み
が
で
き
な
い
も
の 

¡

可
燃
ご
み
…
紙
類
・
布
類
・
プ

　
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど 

¡

可
燃
粗
大
ご
み
…
カ
ー
ペ
ッ
ト
・

　
タ
ン
ス
・
ふ
と
ん
類
な
ど 

持
ち
込
み
が
で
き
る
も
の 

¡

資
源
化
ご
み
…
び
ん
・
か
ん
・

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

　
段
ボ
ー
ル 

¡

粗
大
ご
み
…
電
気
製
品
な
ど 

　
た
だ
し
、
収
集
は
予
定
通
り
行

い
ま
す
。 

    

　
高
速
道
路
等
で
の
自
動
二
輪
車

の
二
人
乗
り
は
全
面
禁
止
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
、

年
齢
二
十
歳
以
上
で
、
大
型
二
輪

免
許
ま
た
は
普
通
二
輪
免
許
を
受

け
て
い
た
期
間
が
三
年
以
上
で
あ

れ
ば
、
高
速
道
路
な
ど
に
お
い
て

運
転
者
以
外
の
人
を
乗
車
さ
せ
て

大
型
自
動
二
輪
車
ま
た
は
普
通
自

動
二
輪
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
二

人
乗
り
通
行
禁
止
区
間
は
通
行
で

き
ま
せ
ん
） 

違
反
し
た
場
合
は
、 

¡

十
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
反

　
則
金
一
万
二
千
円 

¡

違
反
点
数
二
点 

　
二
人
乗
り
を
す
る
際
に
は
、
一

人
乗
り
と
の
運
転
特
性
の
違
い
を

十
分
に
理
解
し
、
同
乗
者
に
配
慮

し
な
が
ら
安
全
運
転
に
努
め
ま
し

ょ
う
。 

    

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
五
十
六
年

前
（
昭
和
二
十
四
年
）
の
六
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
擁
護
と
見
守
る
制
度
が

誕
生
し
ま
し
た
。
近
年
は
、
社
会

が
複
雑
・
多
様
化
し
、
人
権
に
関

し
て
も
様
々
な
問
題
が
数
多
く
発

生
し
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
関
係
機
関
で
は
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、

今
年
度
の
啓
発
重
点
目
標
を
「
育

て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意

識
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に
―
」
と
定
め
、

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
併
せ
て
、
わ
た
し
た
ち

の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
の
人
権
相

談
も
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

¡

本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

¡

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
１ 

¡

熊
山
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 

¡

吉
井
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

     

　
緊
急
時
に
対
す
る
準
備
は
万
全

で
す
か
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
・

準
備
が
大
切
で
す
。
わ
た
し
た
ち

に
出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し

ょ
う
。 

◇
日
頃
か
ら
天
気
予
報
や
注
意
報

　
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
天
気

予
報
を
確
認
し
て
、
気
象
の
変
化

に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 

◇
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う 

　
避
難
時
に
は
、
高
齢
者
や
子
供

を
優
先
的
に
避
難
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
が
離
れ
て
い
る

時
の
集
合
場
所
や
安
全
確
認
の
方

法
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

◇
緊
急
時
の
必
需
品
を
い
つ
で
も

　
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
ま
と
め
て

　
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う 

　
緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
、

洋
服
や
下
着
、
非
常
用
食
糧
な
ど

を
ま
と
め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準

備
も
大
切
で
す
。
荷
物
は
避
難
の

邪
魔
に
な
ら
ず
、
持
ち
出
し
や
す

い
よ
う
に
必
要
最
小
限
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。 

◇
た
め
池
は
き
ち
ん
と
管
理
を 

　
た
め
池
は
農
業
を
行
う
上
で
重

要
な
施
設
で
す
が
、
決
壊
す
る
と

瞬
時
に
大
量
の
水
が
流
出
し
、
農

業
作
物
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
人

命
や
財
産
ま
で
奪
う
大
き
な
災
害

と
な
り
ま
す
。
た
め
池
で
の
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
池
の
管
理

者
、
受
益
者
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。 

¡

堤
・
放
水
路
の
雑
草
・
灌
木
を

　
取
り
除
く 

¡

斜
樋
な
ど
の
操
作
が
す
ぐ
に
行

　
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
、
増
水

　
時
は
早
急
に
水
調
整
を
行
う 

¡

漏
水
防
止
対
策
を
し
て
お
く 

¡

子
ど
も
が
池
の
ま
わ
り
で
遊
ん

　
で
い
る
と
き
は
注
意
す
る 

◇
が
け
崩
れ
に
注
意 

　
梅
雨
時
に
大
雨
が
降
る
と
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
が
け
崩
れ
が

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以

前
に
雨
が
降
り
続
い
て
、
地
盤
が

水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
少
量

の
雨
で
も
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
傾
斜
が
三
十
度
以
上
の
が
け

は
す
べ
て
災
害
発
生
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
が
け
崩
れ
・
た
め
池
の

決
壊
な
ど
を
発
見
さ
れ
た
人
は
、

本
庁
産
業
振
興
課
・
建
設
課
ま
た

お
知
ら
せ 
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和
気
北
部
衛
衛
生
施
設
組
合 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

梅
雨
の
季
節
で
す 

万
が
一
の
準
備
は 

万
全
で
す
か
？ 



岡
山
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

高
陽
中
学
校 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

は
各
支
所
産
業
建
設
課
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。 

    

　
岡
山
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
は

県
民
の
皆
さ
ん
に
自
然
と
触
れ
あ

う
最
適
空
間
を
提
供
す
る
た
め
平

成
三
年
十
一
月
に
開
所
さ
れ
ま
し

た
。 

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
四
月
か
ら
十

一
月
十
三
日
ま
で
毎
週
日
曜
日
に

定
例
の
自
然
観
察
会
を
開
催
し
て

お
り
、
今
年
度
初
回
は
四
月
二
十

四
日
に
「
ト
ン
ボ
の
羽
化
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
六
人

が
観
察
を
ガ
イ
ド
し
、
シ
オ
ヤ
ト

ン
ボ
・
オ
グ
マ
サ
ナ
エ
な
ど
七
種

類
の
ト
ン
ボ
の
羽
化
を
観
る
こ
と

が
で
き
、
約
五
十
人
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
民
の
皆
さ
ん
も
定
例
観

察
会
に
参
加
し
、
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
で
の
感
動
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。 

¡
岡
山
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー 

　
〒
７
０
９
―
０
５
２
４ 

　
和
気
郡
佐
伯
町
田
賀
７
３
０ 

　
1
０
８
６
９（
８
８
）１
１
９
０ 

　
FAX.
０
８
６
９（
８
８
）１
１
９
５ 

　http://hom
epage3.nifty.com

/ 

　O
P
N
A
C
C
/index.htm

l 

    

　
高
陽
中
学
校
で
は
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、

生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
六
月
十
三
日
（
月
）
〜 

　
六
月
十
七
日
（
金
） 

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

内
　
容
　
高
陽
中
学
校
の
学
校
自

　
由
参
観
（
授
業
、
給
食
、
清
掃
、

　
部
活
動
な
ど
） 

　
詳
細
は
高
陽
中
学
校
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
０
０
４ 

  

赤
磐
市
へ 

¡

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー 

　
赤
磐
交
通
安
全
協
会 

¡

横
断
旗 

　
ト
マ
ト
銀
行
交
通
安
全
協
力
会 

     

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
食
中
毒
が

一
年
の
中
で
一
番
多
く
発
症
す
る 

時
期
で
す
。 

　
特
に
夏
場
に
多
い
の
が
細
菌
性

食
中
毒
で
す
。 

　
食
中
毒
の
原
因
に
な
る
細
菌
は
、

ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
食
品
に
も
付

着
し
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
食
中

毒
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、
細
菌
の
数
が
食
中
毒
を
起

こ
す
量
ま
で
増
え
て
い
な
い
か
ら

で
す
。 

　
「
菌
を
つ
け
な
い
」
そ
し
て
も

し
菌
が
つ
い
て
も
「
増
や
さ
な
い
」

ま
た
は
「
殺
す
」
こ
と
で
食
中
毒

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

1
菌
を
つ
け
な
い 

　
帰
宅
後
・
調
理
前
な
ど
手
洗
い

を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
食
品
を
保
存
す
る
と
き
は
ラ
ッ

プ
な
ど
で
ふ
た
を
し
て
、
菌
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

2
菌
を
増
や
さ
な
い 

　
作
っ
た
料
理
は
速
や
か
に
食
べ

ま
し
ょ
う
。 

　
食
品
は
低
温
で
保
存
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫

に
入
れ
た
か
ら
と
安
心
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
低
温
に
強
い
細
菌
も

い
ま
す
。
ま
た
冷
蔵
庫
に
ぎ
っ
し

り
物
を
詰
め
る
と
庫
内
の
温
度
が

上
が
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

3
菌
を
殺
す 

　
食
品
は
よ
く
加
熱
し
ま
す
。 

　
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
火
を
と

お
し
ま
し
ょ
う
。 

　
生
も
の
を
扱
っ
た
ま
な
板
や
包

丁
は
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
消
毒
を

し
ま
し
ょ
う
。 

　
布
巾
や
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
も
十
分

に
洗
っ
た
後
、
熱
湯
消
毒
や
日
光

消
毒
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
な
る
べ
く
鮮
度
の
よ
い
物
を
選

び
、
作
っ
た
物
は
す
ぐ
食
べ
る
。

一
番
の
食
中
毒
を
予
防
す
る
方
法

で
あ
り
、
料
理
を
一
番
お
い
し
く

い
た
だ
く
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。 
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食
中
毒
予
防
の
原
則
は
「
菌

を
つ
け
な
い
」
「
菌
を
増

や
さ
な
い
」
「
菌
を
殺
す
」 

寄
付
お
礼 

6/5（日） 

6/12（日） 

6/19（日） 

6/26（日） 

7/3（日） 

7/10（日） 

7/17（日） 

7/24（日） 

7/31（日） 

8/7（日） 

8/14（日） 

8/21（日） 

8/28（日） 

ハッチョウトンボ 

タンチョウの生態 

樹液にくる虫 

モウセンゴケ 

きのこ 

水辺の彩り 

せみ時雨 

夏のとんぼ 

水辺の希少種 

盛夏の花 

サギソウ 

秋を待つ赤とんぼ 

思い草 

ハッチョウトンボ、ベニシジミ、トキソウ、 
ノハナショウブ 

ミヤマクワガタ、サトキマダラヒカゲ、 
オカトラノオ、ウツボグサ 

へびの抜け殻、トノサマガエル、 
オグラセンノウ、モウセンゴケ 

ショウジョウトンボ、ハネナシアメンボ、 
ヒシモドキ、オニバス 

ジャノメチョウ、キリギリス、カワラナデシコ、 
ユウスゲ 

アブラゼミ、カブトムシ、ネムノキ、コオニユリ 

ギンヤンマ、ウチワヤンマ、ミクリ、ジュンサイ 

チョウトンボ、モノナシトンボ、ガガブタ、 
アサザ 

キイトトンボ、オオシオカラトンボ、サギソウ、 
ホザキノミミカキグサ 

オニヤンマ、秋を待つ赤とんぼ、 
オミナエシ、クス 
ショウリョウバッタ、コカマキリ、 
ナンバンキセル、ススキ 

シロスジカミキリ、ミドリヒョウモン、きのこ類 

大きさ、色、食べ物、寿命、子育て タンチョウ 
ゲージ 

湿原 

 

林縁 

石垣・湿原 

林内・林縁 

池 

森 

池 

池 

はらっぱ 

湿原 

林縁 

はらっぱ 

月・曜日 行　事　名 観察場所 内　　　容 

●定例観察会 
　１１月１３日まで毎週日曜日に実施します。場所はすべて自然保護センターで、対象は親子・一般で
す。申し込みはいりません。受付は９時４０分からセンター棟の玄関で行います。 



　
四
月
二
十
四
日
（
日
）
、
熊
山

体
育
協
会
歩
く
会
主
催
の
熊
山
ハ

イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
青
空
が
広
が
り
、
絶
好

の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
に
参
加
者
の

表
情
も
す
が
す
が
し
く
、
元
気
良

く
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
 

　
途
中
で
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
、

約
二
時
間
で
、
け
が
も
な
く
、
無

事
に
頂
上
ま
で
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
頂
上
に
あ
る
熊
山
神
社

で
は
、
春
の
大
祭
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
勇
壮
な
大
み
こ
し
の
練
り

歩
き
が
参
拝
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
熊
山
遺
跡
で
は
、
桜
が
ま
だ
咲

い
て
お
り
お
花
見
を
し
な
が
ら
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。
頂
上
は
涼
し
く
、

と
て
も
気
持
ち
が
よ
い
ハ
イ
キ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

熊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
 

　園で育てているウサギが、赤ちゃんを産んで早１か月余り。「２羽の
かわいい赤ちゃんがえさを食べに出てきたよ。」と話しているうちに、
またまた、もっと小さい赤ちゃん２羽発見。 
　えさをやりに行くと、穴の中に隠れていた赤ちゃんも、今では、子ど
もたちの声が聞こえると「ご
はんだ！」と穴から出てくる
ようになりました。「おかあ
さ～ん」と泣いていたお友だ
ちも、「うさぎさんにごはん
あげに行こう」というと涙が
止まってしまうくらいです。
生き物を大切にする心、大事
に育んで行きたいですね。 
　　　　　　（えんだより5月号から） 

うさぎの赤ちゃん 
石相保育園 



  

足
の
病
気
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
県
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て

い
る
足
王
神
社
（
旧
山
陽
町
和
田
）
で
、

四
月
二
十
九
日（
金
）に
春
の
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
家
族
連

れ
な
ど
大
勢
の
参
拝
客
が
参
道
を
埋

め
つ
く
し
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

  

足王神社そばの新池沿いに

立ち並ぶ屋台は、どの屋台

もたくさんのお客さんで大

にぎわい 
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Ｂ
＆
Ｇ 

「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」 

t

   

　
体
験
ク
ル
ー
ズ
を
通
し
て
、「
海
・

船
・
自
然
」
に
つ
い
て
体
験
さ
せ
、

団
体
活
動
を
通
し
て
社
会
性
を
学

ば
せ
、
豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
京
か
ら
小
笠
原
・

父
島
ま
で
三
月
二
十
六
日
か
ら
五

泊
六
日
の
船
の
旅
に
参
加
し
た
、

仁
美
小
学
校
六
年
生
近
江
茜
さ
ん

の
体
験
作
文
（
抜
粋
）
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

◆
体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
て 

　
一
日
目
、
結
団
式
を
し
て
、
十

四
時
に
出
航
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
東
京
湾
を
み
ま
し
た
。
緑
色

で
あ
ま
り
き
れ
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
十
五
時
に
避
難
訓
練

を
し
ま
し
た
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ

ー
ル
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
担
当
の
鶴
川

リ
ー
ダ
ー
を
私
た
ち
は
鶴
ち
ゃ
ん

と
呼
ん
で
お
も
し
ろ
い
人
で
し
た
。 

　
二
日
目
、
朝
の
集
い
は
ス
ポ
ー

ツ
デ
ッ
キ
で
し
ま
し
た
。
朝
食
後

の
「
海
の
環
境
の
大
切
さ
」
と
い

う
の
を
、
ホ
ー
ル
で
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ
キ
で
鳥
島
を

観
察
し
て
船
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、「
ヨ
ッ
ト
の
冒
険
」
と

い
う
題
で
、
リ
ー
ダ
ー
が
ご
自
分

の
昔
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

十
四
時
か
ら
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
デ
ッ

キ
に
で
て
、
ソ
ウ
フ
岩
を
観
察
し

ま
し
た
。
そ
し
て
機
関
室
を
見
て

回
り
ま
し
た
。
十
六
時
三
十
分
か

ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

計
画
を
練
り
ま
し
た
。

夜
は
ホ
ー
ル
で
「
ク
ジ

ラ
の
生
態
に
つ
い
て
」

リ
ー
ダ
ー
か
ら
教
わ
り

ま
し
た
。 

　
三
日
目
、
朝
食
を
す

ま
せ
七
時
三
十
分
下
船
。

八
時
か
ら
寄
港
地
活
動

を
し
ま
し
た
。 

　
小
笠
原
の
海
は
、
東

京
湾
よ
り
と
っ
て
も
き
れ
い
で
、

と
っ
て
も
澄
ん
で
い
て
真
っ
青
で

し
た
。 

　
私
た
ち
は
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
（
お

も
に
溺
れ
た
人
を
助
け
る
こ
と
）

を
し
た
り
、
カ
メ
の
放
流
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
カ
メ
は
小
さ
く
て

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
小

笠
原
の
歴
史
も
習
い
ま
し
た
。
そ

し
て
買
い
物
を
し
て
十
七
時
に
帰
船
。

こ
の
日
初
め
て
大
浴
場
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

夕
食
は
デ
ッ
キ
デ
ィ
ナ
ー
で
し
た
。

「
小
笠
原
の
生
活
に
つ
い
て
」
を
小

笠
原
の
人
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
四
日
目
、
こ
の
日
の
寄
港
地
活

動
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

で
し
た
が
、
結
局
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
日
は
見
え

た
ら
し
い
の
で
す
が
。
そ
れ
か
ら

小
笠
原
独
特
の
、
木
々
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
カ
ヌ
ー
。
び
し
ょ
ぬ
れ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。
サ
ン
ゴ
の
散
策
を

し
て
帰
船
。
そ
し
て
、
二
見
港
出
航
。

夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

小
笠
原
の
子
た
ち
と
も
お
別
れ
。

私
の
部
屋
に
も
茉
耶
ち
ゃ
ん
と
い

う
子
が
い
た
の
で
寂
し
く
な
り
ま

し
た
。
夜
は
洋
上
星
空
観
察
を
し

ま
し
た
。 

　
五
日
目
。
十
時
か
ら
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
活
動
。
な
か
な
か
決
ま
ら

な
く
て
大
変
で
し
た
。
昼
食
後
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
。
と
て
も

た
く
さ
ん
練
習
を
し
ま
し
た
。
つ

い
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
発
表
。

私
は
舞
台
の
上
だ
っ
た
の
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
夕
食
を
す
ま

せ
て
す
ぐ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
ム
で
た
く
さ
ん
の
人
と
友

だ
ち
に
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
情
報

交
換
し
ま
し
た
。
お
別
れ
会
を
か

ね
て
い
た
の
で
、
泣
け
ま
し
た
。 

　
六
日
目
、
東
京
湾
入
港
見
学
を
し
、

十
時
三
十
分
解
団
式
。
船
酔
い
を

し
た
の
で
船
か
ら
下
り
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
う
れ
し
か
っ
た
け
ど
。

お
友
だ
ち
と
別
れ
る
の
が
、
と
て

も
悲
し
か
っ
た
で
す
。 

N

足王神社 

至岡山市 

山陽IC

赤磐市役所 

山陽自動車道 
至
瀬
戸
町 

砂
川 



　「平成の大合併」により大幅に変わった県内市

町村の住所表記をまとめたリーフレット（岡山県

作製）を、本庁・各支所・各出張所で無料配布し

ています。ご利用ください。 

問い合わせ先 

　本庁企画課、各支所管理課または各出張所まで 

４月・５月のできごと 

●
今
月
の
表
紙 
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吉
井
竜
天
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 

赤
磐
市
中
勢
実 

1
０
８
６
９（
５
８
）２
１
５
５ 

 

　
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
を
守
る

た
め
、
市
内
三
か
所
（
河
本
地
内
・
桜

が
丘
西
10
丁
目
地
内
・
西
軽
部
地
内
）

に
新
た
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の

付
近
の
道
路
を
横
断
す
る
大
人
も
、
必

ず
信
号
機
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
信
号
機
に
注

意
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
た
運
転

を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

市
内
三
か
所
に
信
号
機
新
設  

　
赤
磐
市
周
匝
の
吉
井
川
河
川
敷
で
四

月
二
十
日
、
ア
ユ
の
放
流
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
放
流
祭
は
吉
井
川
南
部
漁
協
が
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

周
匝
、
佐
伯
北
、
黒
本
の
各
保
育
園
か

ら
約
四
十
人
の
園
児
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

吉
井
観
光
バ
ス
の
協
力
に
よ
る
Ｓ
Ｌ
バ

ス
に
乗
っ
て
会
場
を
訪
れ
た
園
児
た
ち
は
、

漁
協
関
係
者
に
手
伝
わ
れ
、
小
さ
な
バ

ケ
ツ
に
入
っ
た
ア
ユ
の
稚
魚
約
四
万
匹

を
「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
と
願
い
を
込

め
吉
井
川
に
放
流
し
ま
し
た
。 

ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流  

　保育園の裏の竹林でかわいいたけのこを見つけました。 

このたけのこのように、まっすぐのびのびと大きくなぁれ！ 

 



　
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
平
成
三
年
四
月
二

十
九
日
「
み
ど
り
の
日
」
に
開
園
し
、
こ

の
日
を
毎
年
「
無
料
開
放
の
日
」
と
し
て
、

一
般
開
放
を
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
、
体
育
館
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
、
屋
内
プ
ー
ル
で
は
水
泳
、
園
内
で

は
、
散
策
し
た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
、

家
族
連
れ
・
友
人
グ
ル
ー
プ
約
四
百
人
が

来
園
さ
れ
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

ふ
れ
あ
い
公
園
無
料
開
放  
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連
休
、皆
さ
ん
お
出
か
け
に
な
り
ま
し

た
か
。
私
も
出
か
け
ま
し
た
が
、見
物
よ
り

は
人
を
見
た
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

　
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
材

で
、突
然
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
皆
さ
ん
親
切
に
応
対
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

　
本
文
に
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、出
会
っ
た

中
学
生
た
ち
が
、「
こ
こ
の
ホ
ー
ル
で
待
ち

合
わ
せ
し
て
い
る
」
。
ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
を
利
用
の
女
性
は
、「
空
い
て
い
る
昼
の

時
間
で
身
体
を
鍛
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
だ
さ
る
な
ど
、皆
さ
ん
が
交
流
の
場
と
し

て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
私

た
ち
も
、お
煎
茶
の
お
手
前
を
初
め
て
興
味

深
く
拝
見
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
テ
ィ
・
え
む
）  

編
　
集
　
後
　
記 

編
　
集
　
後
　
記 
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五
月
八
日
（
日
）
、
赤
磐
市
熊
山
文
化

協
会
・
熊
山
公
民
館
主
催
の
春
の
文
化
祭
が
、

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
開
幕
し
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
六
十
人
余

り
の
文
化
協
会
員
の
皆
さ
ん
が
各
グ
ル
ー

プ
ご
と
、
所
狭
し
と
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
民
謡
や
銭
太
鼓
、
日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、

社
交
ダ
ン
ス
な
ど
、
十
団
体
が
出
演
し
、

会
場
を
訪
ず
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
、
暖

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

春
の
文
化
祭 

赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,638人（＋１４）　 

21,812人（＋６）　 

23,826人（＋８）　 

15,773世帯（＋３３） 

（5月1日現在） 

（　）は４月１日との差 

　園から坂辺公園までうめ組（年長）さんがさくら

組（年少）さんの手を引いて歩きました。 
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両
宮
山
古
墳
は
、
旧
山
陽
町
の

南
西
部
、
和
田
・
穂
崎
・
馬
屋
に

わ
た
っ
て
所
在
し
ま
す
。
今
か
ら

千
五
百
年
以
上
前
、
五
世
紀
後
半

に
築
か
れ
た
首
長
の
墓
で
す
。
両

宮
山
古
墳
の
周
囲
に
は
陪
塚
（
両

宮
山
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
の
近
親

者
や
家
臣
の
墓
）
と
考
え
ら
れ
る

和
田
茶
臼
山
古
墳
や
森
山
古
墳
な

ど
、
同
時
期
に
築
か
れ
た
古
墳
が

あ
り
、
大
規
模
な
古
墳
群
を
形
成

し
て
い
ま
す
。 

　
両
宮
山
古
墳
は
「
前
方
後
円
墳
」

と
呼
ば
れ
る
、
空
か
ら
み
る
と
円

形
と
四
角
形
が
合
体
し
た
よ
う
な

形
を
し
た
古
墳
で
す
。
古
墳
の
形

に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
そ
の
な
か
で
も
最

も
格
式
の
高
い
形
で
す
。
ま
た
両

宮
山
古
墳
の
墳
丘
の
形
は
、
日
本

で
一
番
大
き
な
前
方
後
円
墳
で
あ

る
大
阪
府
大
仙
古
墳
（
伝
仁
徳
天

皇
陵
）
と
相
似
形
の
関
係
に
あ
り

ま
す
。
墳
丘
の
長
さ
は
両
宮
池
の

水
面
ま
で
で
百
九
十
四
　
あ
り
、

実
際
の
長
さ
は
二
百
　
を
越
え
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
墳
丘
の
周
囲
に
は
内
濠
と
堤
が
、

そ
れ
ぞ
れ
両
宮
池
、
田
畑
へ
と
姿

を
変
え
て
は
い
る
も
の
の
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
は
土
に
埋
も

れ
て
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ら
の
外
を
さ
ら
に
一

周
す
る
外
濠
が
巡
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
両
宮
山
古
墳
は
内
外
、

二
重
の
周
濠
を
も
つ
総
長
三
百
四

十
六
　
の
た
い
へ
ん
広
い
ひ
ろ
が

り
を
も
つ
墓
な
の
で
す
。 

　
二
重
周
濠
は
、
四
世
紀
末
頃
に

現
れ
、
近
畿
の
大
王
墳
の
濠
の
ス

タ
イ
ル
と
し
て
採
用
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
が
五
世
紀
中
頃
以
降
、

大
王
の
近
親
者
や
地
方
の
一
部
有

力
首
長
に
も
採
用
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。
両
宮
山
古
墳
の
二
重
周
濠

も
こ
の
流
れ
の
な
か
で
、
大
王
と

の
近
親
関
係
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

両
宮
山
古
墳
は
一
地
方
の
有
力
首

長
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
畿
内
の
大

王
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
つ
首
長

の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
時
期
の

巨
大
古
墳
に
必
須
の
要
素
で
あ
る

埴
輪
や
葺
石
が
な
い
と
い
う
謎
が

あ
り
ま
す
。
当
初
の
設
計
段
階
か

ら
な
か
っ
た
の
か
、
何
ら
か
の
原

因
で
作
れ
な
か
っ
た
の
か
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
五
世
紀
後
半

の
大
王
勢
力
と
地
方
勢
力
の
関
係

や
当
時
の
吉
備
の
政
治
状
況
を
知

る
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
重
要
な
古
墳
で
あ
る

こ
と
に
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
両
宮
山
古
墳 の 

吉井竜天オートキャンプ場 Yoshii Ryuten Auto Camp
標高４００ｍの高さにある吉井竜天オートキャンプ場。 
天気の良い日には、はるか瀬戸内海から大山までを一望することができます。 
ここ吉井竜天オートキャンプ場には、区画された林の中のキャンプサイトや、
野外ステージなどがあります。キャンプ用品の各種レンタルや午前９時から
午後２時までの日帰りデイキャンプもでき、誰でも気軽にアウトドアライフ
を楽しむことができる場所となっています。 
 

野外生活を楽しむ 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

り
ょ
う
ぐ
う
ざ
ん 

こ
ふ
ん 

ば
い
つ
か 

だ
い
せ
ん 

は
に
わ 

ふ
き
い
し 

赤磐市役所 

県道岡山 
吉井線 

至桜が丘 

山陽IC

備前国分寺跡 

稚媛の里 
観光案内所 

砂
　
川 

両宮山古墳 

山陽自
動車道
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